
山
宏
教
授
略
歴

一
九
六
八
年
三
月

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業

一
九
六
八
年
四
月

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
〇
年
四
月

同
博
士
課
程
入
学

一
九
七
四
年
三
月

同
課
程
修
了

一
九
七
四
年
四
月

一
橋
大
学
社
会
学
部
助
手

一
九
七
七
年
四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
八
二
年
四
月

同
学
部
助
教
授

一
九
八
七
年
四
月

同
学
部
教
授

こ
の
間
、
慶
應
義
塾
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
で
非
常
勤
講
師

一
九
八
七
年

法
学
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）
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山
宏
教
授
著
作
目
録
〔
年
代
順
〕

一
九
七
一
年

八
月

ド
イ
ツ
・
ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
ス
に
お
け
る
人
間
と
社
会
（
1
）
│
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
即
し
て
│

一
橋
論
叢

（
一
橋
大
学
）
第
六
六
巻
第
二
号

一
〇
月

ド
イ
ツ
・
ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
ス
に
お
け
る
人
間
と
社
会
（
2
）
│
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
即
し
て
│

一
橋
論
叢

第
六
六
巻
第
四
号

一
九
七
四
年

一
月

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
と
タ
ー
ト
派
│
危
機
克
服
の
模
索
一
九
二
九
│
一
九
三
二
│

季
刊
社
会
思
想

（
社
会
思
想
社
）
第
三
巻
三
・
四
合
併
号

一
九
七
五
年

六
月

［
翻
訳
］
バ
ラ
ク
ラ
フ

虚
像
の
ヒ
ト
ラ
ー

み
す
ず

第
一
八
六
号

一
〇
月

ナ
チ
ス
左
派

の
成
立

一
橋
論
叢

第
七
四
巻
第
四
号

一
九
七
六
年

六
月

ナ
チ
ス
の
大
衆
政
党
へ
の
途
│
党
内
対
立
の
問
題
│

一
橋
論
叢

第
七
五
巻
第
六
号
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七
月

戦
後
精
神
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
│
ウ
ェ
ー
バ
ー
思
想
受
容
の
一
側
面
│

知
の
考
古
学

（
社
会
思
想
社
）
第
八
・
九
合
併
号

三
月

ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
の
社
会
的
危
機

（
平
井
正
他
共
著

文
化
と
文
明
の
哲
学

）

学
文
社

一
九
七
七
年

六
月
一
三
日

［
書
評
］
デ
ュ
ー
イ

ド
イ
ツ
哲
学
と
政
治

ナ
チ
ズ
ム
の
思
想
的
淵
源

（
木
鐸
社
）

週
刊
読
書
人

第
一
一
八
五
号

九
月

資
本
主
義
の
精
神
を
め
ぐ
っ
て

（
安
藤
英
治
他
共
著

ウ
ェ
ー
バ
ー

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主

義
の
精
神

）

有
斐
閣

一
〇
月
三
一
日

［
書
評
］
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

ヤ
ー
コ
ブ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

歴
史
の
な
か
の
人
間
1

（
み
す
ず
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
二
〇
四
号

一
九
七
八
年

三
月
六
日

［
書
評
］
上
山
安
敏

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
そ
の
社
会

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
二
二
一
号

四
月

ル
カ
ー
チ
と
職
業
生
活

塾
生
新
聞

第
一
〇
〇
号

四
月

ワ
イ
マ
ー
ル
精
神
史
研
究
の
前
提
│

保
守
革
命

論
研
究
①
│

法
学
研
究

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
）
第
五
一
巻
第
四
号

一
二
月

［
書
評
］
シ
ェ
ー
ン
ボ
ウ
ム

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
社
会
革
命

（
而
立
書
房
）

三
田
学
会
雑
誌

（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
会
）
第
七
一
巻
六
号

一
二
月
一
八
日

［
書
評
］
ラ
ン
シ
マ
ン

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
論

（
法
政
大
学
出
版
局
）

週
刊
読
書
人

第
一
二
六
一
号
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一
九
七
九
年

六
月

［
紹
介
］
ブ
ー
バ
ー
編

グ
ス
タ
フ
・
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
書
簡
集

塾

（
慶
應
義
塾
）
第
九
五
号

一
九
八
〇
年

三
月

思
想
史
の
基
本
文
献
│
政
治
思
想
史
の
方
法
に
よ
せ
て
│

三
色
旗

（
慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
）
第
三
八
四
号

六
月
一
六
日

［
書
評
］
濱
島
朗

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
社
会
主
義

（
有
斐
閣
）

週
刊
読
書
人

第
一
三
三
六
号

九
月
八
日

［
書
評
］
ラ
カ
ー

ワ
イ
マ
ル
文
化
を
生
き
た
人
び
と

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
三
四
七
号

一
九
八
一
年

五
月
四
日

［
書
評
］
生
松
敬
三

二
十
世
紀
思
想
渉
猟

（
青
土
社
）

週
刊
読
書
人

第
一
三
八
〇
号

六
月
一
日

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
と
同
時
代

慶
應
義
塾
大
学
報

第
一
二
二
号

八
月

価
値
志
向
性
の
解
体
と
現
代

三
色
旗

第
四
〇
一
号

八
月
三
一
日

［
書
評
］
ケ
ス
ラ
ー

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

そ
の
思
想
と
全
体
像

（
三
一
書
房
）週

刊
読
書
人

第
一
三
九
六
号

一
九
八
二
年

二
月

革
命
的
ロ
マ
ン
主
義

と
し
て
の

保
守
革
命

論

法
学
研
究

第
五
五
巻
第
二
号

四
月

生
活
形
式
と
政
治
思
想
│
ド
イ
ツ
市
民
層
の
歴
史
的
転
換
│

日
本
政
治
学
会
編

政
治
学
と
隣
接
諸
科
学
の
間
│
そ
の
交
渉
の
現
状
と
課
題
（
年
報
政
治
学
一
九
八
〇
年
）

（
岩
波
書
店
）
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七
月

価
値
の
攻
撃
性
と
共
感
に
つ
い
て
│
マ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
所
説
を
手
が
か
り
に
し
て
│

木
鐸

（
木
鐸
社
）
第
四
号

九
月
六
日

［
書
評
エ
ッ
セ
イ
］
平
井
正

ベ
ル
リ
ン

1
9
2
8
│
1
9
3
3
破
局
と
転
換
の
時
代

（
せ
り
か
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
四
四
七
号

一
二
月

ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
の
一
断
面
1
│
等
価
性
の
世
界
の
概
念
│

み
す
ず

第
二
六
八
号

一
九
八
三
年

二
月

ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
の
一
断
面
2
│
等
価
性
の
世
界
の
概
念
│

み
す
ず

第
二
七
〇
号

三
月

国
会
図
書
館
群
像

三
色
旗

第
四
二
〇
号

三
月
二
一
日

［
書
評
］
ウ
ェ
ー
バ
ー

政
治
論
集
1
・
2

（
み
す
ず
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
四
七
四
号

六
月

〈
遅
れ
て
き
た
〉
世
代

三
色
旗

第
四
二
三
号

九
月
五
日

［
書
評
］
ア
ブ
ラ
モ
フ
ス
キ
ー

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
入
門

西
欧
の
合
理
化
過
程
を
手
引
き
と
す
る
世
界
史

（
創
文
社
）

週
刊
読
書
人

第
一
四
九
七
号

一
一
月
一
四
日

［
書
評
］
柳
父
圀
近

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ト
レ
ル
チ

宗
教
と
支
配
に
つ
い
て
の
試
論

（
み
す
ず
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
五
〇
七
号

一
九
八
四
年

四
月

［
共
訳
］
ハ
ウ
編

世
紀
末
の
診
断
一
九
八
四
年
以
後
の
世
界

み
す
ず
書
房

五
月

都
市
文
化
状
況
と
し
て
の
〈
一
九
二
〇
年
代
〉

国
語
通
信

（
筑
摩
書
房
）
第
二
六
五
号
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一
九
八
五
年

三
月

思
想
の
社
会
学

に
向
け
て

三
色
旗

第
四
四
四
号

六
月

市
民
社
会
と
社
会
主
義
│

革
命
的
ロ
マ
ン
主
義

と
の
関
連
で
│

法
学
研
究

第
五
八
巻
六
号

一
九
八
六
年

六
月

著
書

ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

み
す
ず
書
房

七
月
一
〇
日

初
老
の
学
生

塾
生
新
聞

第
一
九
二
号

一
〇
月

ド
イ
ツ
の
大
衆
歌
謡
と
日
本

本

（
講
談
社
）
一
〇
月
号

一
二
月

新
著
余
滴

ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

三
田
評
論

第
八
七
六
号

一
九
八
七
年

一
月

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

非
政
治
的
人
間
の
考
察

を
め
ぐ
っ
て

三
色
旗

第
四
六
六
号

三
月
三
〇
日

［
書
評
］
コ
ル
プ

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
史
│
研
究
の
現
状
│

（
刀
水
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
六
七
六
号

四
月

都
市
論
の
二
つ
の
視
点

三
色
旗

第
四
六
九
号

一
九
八
八
年

一
月

近
代
思
想
史
の
学
び
方
に
つ
い
て

三
色
旗

第
四
七
八
号

四
月

共
著

読
書
の
現
在

読
書
ア
ン
ケ
ー
ト

み
す
ず
書
房

一
二
月

ジ
ン
メ
ル
と
〈
一
九
二
〇
年
代
〉

法
学
研
究

第
六
一
巻
一
二
号

一
九
八
九
年
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一
月
九
日

［
書
評
エ
ッ
セ
イ
］
イ
ー
グ
ル
ト
ン

ワ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

革
命
的
批
評
に
向
け
て

（
勁
草
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
七
六
五
号

六
月

［
書
評
］
鈴
木
了
二

非
建
築
的
考
察

（
筑
摩
書
房
）

法
学
研
究

第
六
二
巻
六
号

一
〇
月

［
共
訳
］
パ
ク
タ
ー

ワ
イ
マ
ー
ル
・
エ
チ
ュ
ー
ド

み
す
ず
書
房

一
九
九
〇
年

二
月
五
日

［
書
評
］
リ
ン
ゼ

ワ
イ
マ
ル
共
和
国
の
予
言
者
た
ち

ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
伏
流

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

週
刊
読
書
人

第
一
八
一
九
号

二
月
一
〇
日

［
書
評
］
野
田
宣
雄

教
養
市
民
層
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
│
比
較
宗
教
社
会
史
の
こ
こ
ろ
み
│

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

週
刊
ポ
ス
ト

（
小
学
館
）
第
二
一
巻
第
六
号

三
月

ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
構
造
│
シ
ュ
ミ
ッ
ト

政
治
的
ロ
マ
ン
主
義

に
寄
せ
て
│三

田
学
会
雑
誌

第
八
二
巻
特
別
号
Ⅱ

一
九
九
一
年

五
月
二
五
日

［
書
評
］
ハ
ー
フ

保
守
革
命
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

（
岩
波
書
店
）

図
書
新
聞

第
二
〇
五
四
号

五
月
三
一
日

［
書
評
］
三
島
憲
一

戦
後
ド
イ
ツ

そ
の
知
的
歴
史

（
岩
波
書
店
）

週
刊
ポ
ス
ト

第
二
三
巻
第
二
一
号

一
九
九
二
年

五
月
二
日

［
書
評
］
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

フ
ロ
イ
ト
の
ウ
ィ
ー
ン

（
み
す
ず
書
房
）

図
書
新
聞

第
二
一
〇
〇
号

七
月
六
日

［
書
評
］
田
中
浩

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

魔
性
の
政
治
学

（
未
来
社
）

週
刊
読
書
人

第
一
九
四
一
号

九
月
二
六
日

［
書
評
］
出
口
裕
弘

古
典
の
愛
と
エ
ロ
ス

（
朝
日
新
聞
社
）

図
書
新
聞

第
二
一
一
九
号
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一
九
九
三
年

一
〇
月

理
念

と
し
て
の
政
治
史
を
追
う
歴
史
学
者

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ

M
ein

D
e
utsc

h

基
礎
ド
イ
ツ
語

（
三
修
社
）
第
四
四
巻
第
六
号

一
九
九
四
年

二
月
一
二
日

書
評

ケ
ス
ラ
ー

ワ
イ
マ
ル
日
記
（
上
）
（
冨
山
房
）

図
書
新
聞

第
二
一
八
五
号

三
月
八
日

［
書
評
］
平
井
正

ダ
ダ
／
ナ
チ

全
三
巻
（
せ
り
か
書
房
）

産
経
新
聞

一
九
九
五
年

八
月

ヘ
ッ
セ
と
〈
一
九
二
〇
年
代
の
混
沌
〉
（
酒
井
忠
泰
他
編

知
ら
れ
ざ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
世
界

）毎
日
新
聞
社

一
〇
月
二
〇
日

［
書
評
］
山
本
秀
行

ナ
チ
ズ
ム
の
記
憶

日
常
生
活
か
ら
見
た
第
三
帝
国

（
山
川
出
版
社
）

週
刊
ポ
ス
ト

第
二
七
巻
第
三
九
号

一
二
月

〈
や
さ
し
い
微
笑
み
〉
と
キ
リ
ス
ト
教
│

西
欧
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教

の
一
断
面
│

三
色
旗

第
五
七
三
号

一
九
九
六
年

九
月

ド
イ
ツ
印
象
主
義
の
社
会
的
側
面
│
大
都
市
経
験
と
芸
術
│

法
学
研
究

第
六
九
巻
第
九
号

三
月

世
紀
転
換
期
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
│

ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ

と

H

ツ
ィ
レ
│

（
寺
尾
誠
編

都
市
と
文
明

）

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
八
年
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一
〇
月

植
民
都
市

ベ
ル
リ
ン
の
転
変
│
〈
ド
イ
ツ
と
東
方
〉
問
題
の
一
断
面
│

（
共
著

近
代
国
家
の
再
検
討

）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

一
九
九
九
年

五
月

ナ
チ
ズ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
│
ケ
ー
ニ
ヒ
〈
回
想
録
〉
へ
の
注
釈
│

（
中
村
勝
巳
編

歴
史
の
な
か
の
現
代
│
西
洋
・
ア

ジ
ア
・
日
本
│

）

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
〇
二
年

九
月

現
代
的
都
市
経
験
の
一
断
面

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
遊
歩
者

（
共
著

転
換
期
の
政
治
思
想
│
二
〇
世
紀
か
ら
の
問
い

│

）

創
文
社

二
〇
〇
四
年

一
月

学
問
の
危
機

と
経
験
│
西
郷
信
綱

古
典
の
影

に
寄
せ
て
│

法
学
研
究

第
七
七
巻
一
号

二
〇
〇
五
年

二
月

博
覧
会

と

百
貨
店

の
時
代
│
一
九
世
紀
精
神
史
の
一
断
面
│

教
養
論
叢

（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
一
二
三
号

二
〇
〇
七
年

一
二
月

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
時
間
意
識
の
変
化

法
学
研
究

第
八
〇
巻
第
一
二
号

山宏教授略歴・主要業績
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二
〇
〇
八
年

一
二
月

マ
ン
ハ
イ
ム
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

法
学
研
究

第
八
一
巻
一
二
号

二
〇
一
〇
年

五
月

五
月
病

さ
ま
ざ
ま

三
色
旗

第
七
四
六
号

一
九
八
二
年
│
二
〇
一
一
年
各
年
度
、
雑
誌

み
す
ず

一
月
号
、［
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
］

今
年
印
象
に
残
っ
た
本
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